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原因究明に係るこれまでの調査結果 

 

１ 河平ダム周辺の状況 

 ⑴ 現在の地形等 

   河平ダム周辺の状況を図－１に示す。 

   河平ダムは、日山谷川の水系に属し、下流域の氾濫防止のための洪水調節、吉備中央町

へ水道用水の供給、また、既得用水の安定供給、河川環境の保全等を目的に、平成17年度

に完成した。 

   河平ダムの上流には日山ダムがあり、日山ダムから河平ダムへ至る間に、東側からは河

平川砂防堰堤から、西側からは沢（名称不明。以下「西側沢」という。）からの流入があ

り、西側沢は、広域農道吉備高原北部地区（以下「奥吉備街道」という。）南側まで達し

ている。 

   河平ダムの下流の日山谷川は、国道484号に沿いに南下して宇甘川に合流し、宇甘川は

県道31号高梁御津線沿いに南東方向に流下している。 

   奥吉備街道北側の吉備中央町上田東地内には、資材置場が存在していた。 

   また、資材置場周辺の標高の概要を図－２に示す。 

   資材置場の北側には馬蹄型の尾根が広がり、南側には谷が広がっている。 

  

資料４ 
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図－１ 河平ダム周辺の地図  
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図－２ 資材置場周辺の標高の概要図1  

                            
1 国土地理院地図（ＧＳＩ Ｍａｐ。https://maps.gsi.go.jp/）を用いて作成した。 
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 ⑵ 奥吉備街道建設前の地形 

   奥吉備街道建設時の設計図を図－３及び図－４に示す。 

   奥吉備街道は、平成８年に建設されており、資材置場も含めて盛り土による造成が行わ

れている。 

   造成前は、奥吉備街道の北側の標高が高く、南側へ行くに従い標高が低くなっている。 
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図－３ 奥吉備街道建設時の設計図（平面図）  
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図－４ 奥吉備街道建設時の設計図（横断図１）  
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図－４ 奥吉備街道建設時の設計図（横断図２）  
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図－４ 奥吉備街道建設時の設計図（横断図３）  
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２ 公共用水域等の調査 

 ⑴ 調査地点及び調査時期 

   河平ダムの上流及び下流の計22地点で令和５年10月に調査を行い、その後、代表地点で

継続モニタリングを行っている。 

   なお、豊水期により影響範囲が変わる可能性が考えられたため、令和６年４月からは１

地点追加して継続モニタリングを行っている。 

 

 ⑵ 分析方法 

    「令和２年５月28日付け環水大水発第2005281号・環水大土発第2005282号（水質汚濁

に係る人の健康の保護に関する環境基準等の施行等について（通知）付表１）」により、

行った。 

 

 ⑶ 調査結果 

   調査結果を表－１及び図－５に示す。 

   なお、いずれもＰＦＯＳは2.5ng/Ｌ未満であった。 

 

  ア 令和５年10月 

    河平ダムは、1,100ng/Ｌと暫定指針値を超過していた。 

    河平ダムの下流域は、日山谷川の山王橋で460ng/Ｌと暫定指針値を超過していたが、

宇甘川合流後の大下橋で15ng/Ｌと暫定指針値以下であった。 

    河平ダムの上流域は、河平川砂防堰堤内で17ng/Ｌ、日山ダムで５ng/Ｌ未満と暫定指

針値以下であった。 

    一方、西側沢は、日山谷川への合流直前のＡ１で2,600ng/Ｌ、さらに上流に行くに従

い濃度は上昇し、Ｂ２で4,600ng/Ｌと暫定指針値を超過していた。Ｂ２のさらに上流は、

複数回分岐しており、Ｂ４及びＧ１で15ng/Ｌと暫定指針値以下であったが、Ｆ１で

62,000ng/Ｌと暫定指針値を超過していた。なお、Ｆ１は、地中から染み出している水

を採取したものである。 

 

  イ 継続モニタリング 

    令和５年12月は西側沢Ｂ２、河平ダム、山王橋及び大下橋の４地点で、令和６年２月

は西側沢Ｅ２及びＦ１を加えた６地点で調査を行い、いずれの地点も令和５年10月と同

程度又は低下していた。 

    令和６年４月及び６月は、大下橋下流の宇甘渓を追加し、西側沢Ｂ２、河平ダム、山

王橋、大下橋及び宇甘渓で調査を行った。 

    令和６年４月及び６月は、西側沢Ｂ２や河平ダムで従前よりも高い値もあったが、試

料採取の数日前の降雨の影響であると考えられる。なお、他の地点は従前と同程度であ

り、追加した宇甘渓は34ng/Ｌ、19ng/Ｌと暫定指針値以下であった。 
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表－１ 公共用水域等の調査結果 

地 点 時期 ＰＦＯＳ ＰＦＯＡ 計 

北側沢 R5.10 < 2.5 < 2.5 < 5  

西側沢 

Ｇ１ R5.10 < 2.5 13  15  

Ｆ１【継続調査】 
R5.10 < 2.5 62,000  62,000  

R6. 2 < 2.5 54,000  54,000  

Ｅ２【継続調査】 
R5.10 < 2.5 53  55  

R6. 2 < 2.5 22  25  

Ｅ１ R5.10 < 2.5 14,000  14,000  

Ｄ１ R5.10 < 2.5 < 2.5 < 5  

Ｃ１ R5.10 < 2.5 2.9 5.4 

Ｂ４ R5.10 < 2.5 13  15  

Ｂ３ R5.10 < 2.5 6.4 8.9 

Ｂ２【継続調査】 

R5.10 < 2.5 4,600  4,600  

R5.12 < 2.5 3,100  3,100  

R6. 2 < 2.5 2,500  2,500  

R6. 4 < 2.5 10,000  10,000  

R6. 6 < 2.5 11,000  11,000  

Ｂ１ R5.10 < 2.5 3,700  3,700  

Ａ３ R5.10 < 2.5 3,000  3,000  

Ａ２ R5.10 < 2.5 2,700  2,700  

Ａ１ R5.10 < 2.5 2,600  2,600  

日山谷川 

宇甘川等 

河平ダム 

上流 

日山ダム R5.10 < 2.5 < 2.5 < 5  

河平川砂防堰堤内 R5.10 < 2.5 15  17  

権現橋上流２ R5.10 < 2.5 < 2.5 < 5  

権現橋上流１ R5.10 < 2.5 2,000  2,000  

権現橋 R5.10 < 2.5 1,500  1,500  

河平ダム【継続調査】 

R5.10 < 2.5 1,100  1,100  

R5.12 < 2.5 1,100  1,100  

R6. 2 < 2.5 960  960  

R6. 4 < 2.5 950  960  

R6. 6 < 2.5 1,400  1,400  

河平ダム 

下流 

山王橋（日山谷川）【継続調査】 

R5.10 < 2.5 460  460  

R5.12 < 2.5 470  470  

R6. 2 < 2.5 320  320  

R6. 4 < 2.5 550  560  

R6. 6 < 2.5 370  370  

大下橋（宇甘川）【継続調査】 

R5.10 < 2.5 12  15  

R5.12 < 2.5 10  13  

R6. 2 < 2.5 8.7 11  

R6. 4 < 2.5 26  29  

R6. 6 < 2.5 21  24  

宇甘渓（宇甘川）【継続調査】 
R6. 4 < 2.5 31  34  

R6. 6 < 2.5 17  19  

※ 単位は「ng/Ｌ」である。 

※ 「<」は未満を示す。（以下同じ。） 
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図－５ 公共用水域及び地下水の調査結果  



- 12 - 

３ 下流域の地下水の調査 

 ⑴ 調査地点及び調査時期 

   公共用水域等の調査において、日山谷川で暫定指針値の超過が確認されたため、宇甘川

合流地点までの民家等で井戸の存在状況を確認し、山王橋付近の１地点で令和５年10月に

調査を行い、その後、継続モニタリングを行っている。 

   また、豊水期により影響範囲が変わる可能性が考えられたため、令和６年４月からは大

下橋下流に１地点追加して継続モニタリングを行っている。 

 

 ⑵ 分析方法 

   「令和２年５月28日付け環水大水発第2005281号・環水大土発第2005282号（水質汚濁に

係る人の健康の保護に関する環境基準等の施行等について（通知）付表１）」により、行

った。 

 

 ⑶ 調査結果 

   調査結果を図－５及び表－２に示す。 

   山王橋付近の地下水①は、令和５年10月の調査で390ng/Ｌと暫定指針値を超過していた

が、令和６年２月の継続モニタリングでは令和５年10月よりも低下していた。 

   大下橋下流の地下水②は、令和６年４月の調査で5.1ng/Ｌと暫定指針値以下であった。 

   なお、いずれもＰＦＯＳは2.5ng/Ｌ未満であった。 

 

表－２ 地下水の調査結果 

地 点 時期 ＰＦＯＳ ＰＦＯＡ 計 

地下水①（山王橋付近）【継続調査】 
R5.10 < 2.5 390    390  

R6. 2 < 2.5 340  340  

地下水②（大下橋下流）【継続調査】 R6. 4 < 2.5 2.6 5.1 

※ 単位は「ng/Ｌ」である。 

 

 

４ 資材置場の使用済み活性炭の調査 

 ⑴ 使用済み活性炭 

   所有者が再生処理を目的として保管していたものであり、フレコンバッグに梱包された

もの、フレコンバッグの破袋により地面に飛散していたもの、野ざらしで地面に置かれて

いたもの、草木が生えたものなどがあったが、令和５年11月16日までに所有者が撤去し、

撤去後に岡山県が総量を確認したところ、フレコンバッグ約580袋であった。 

 

 ⑵ 調査時期 

   公共用水域等の調査の結果、西側沢の上流に原因が存在することが考えられたため、令

和５年10月から11月にかけて調査を行った。 

 

 ⑶ 分析方法 

   活性炭に係るＰＦＯＳ及びＰＦＯＡの溶出量試験の方法が定められていないため、令和

５年７月に環境省が示した「土壌中のＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ及びＰＦＨｘＳに係る暫定測定
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方法（溶出量試験）」を準用して行った。 

 

 ⑷ 調査結果 

   調査結果を図－６及び表－３に示す。 

   30試料を採取しており、0.4ng/Ｌ未満が８試料、0.4ng/Ｌ以上10ng/Ｌ未満が11試料、

10ng/Ｌ以上100ng/Ｌ未満が２試料、100ng/Ｌ以上1,000ng/Ｌ未満が８試料、1,000ng/Ｌ

以上が１試料あり、最大4,500,000ng/Ｌ（No27）であった。 

   No27の使用済み活性炭は、野ざらしで地面に置かれ、草が生えている状態だったもので

ある。 

   公共用水域等や地下水とは異なり、ＰＦＯＳが確認された試料もあるが、No27はＰＦＯ

Ｓが0.2ng/Ｌ未満であった。 

 

 

図－６ 使用済み活性炭の採取場所 
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表－３ 使用済み活性炭の調査結果（溶出量試験） 

No ＰＦＯＳ ＰＦＯＡ 計  No ＰＦＯＳ ＰＦＯＡ 計 

１    < 0.2    < 0.2    < 0.4  16    < 0.2 5.3 5.5 

２ < 0.2 0.3 0.5  17 < 0.2 1.7 1.9 

３ < 0.2 < 0.2 < 0.4  18 9.3 928  930  

４ 14.2 9.2 23   19 < 0.2 0.6 0.8 

５ < 0.2 < 0.2 < 0.4  20 < 0.2 7.1 7.3 

６ < 0.2 0.4 0.6  21 < 0.2 0.2 0.4 

７ < 0.2 < 0.2 < 0.4  22 196  83.8 270  

８ < 0.2 < 0.2 < 0.4  23 115  23.4 130  

９ < 0.2 < 0.2 < 0.4  24 < 0.2 < 0.2 < 0.4 

10 68.6 264  330   25 < 0.2 8.1 8.3 

11 < 0.2 2.1 2.3  26 < 0.2 0.2 0.4 

12 < 0.2 0.3 0.5  27 < 0.2 4,550,000  4,500,000  

13 < 0.2 < 0.2 < 0.4  28 38.5 36.0 74  

14 190  78.6 260   29 139  158  290  

15 < 0.2 123  120   30 171  165  330  

※ 単位は「ng/Ｌ」である。 

 

 

５ 資材置場等の土壌及び地下水の調査 

 ⑴ 表層土壌 

  ア 調査地点及び調査時期 

    資材置場の使用済み活性炭の調査において、高濃度のＰＦＯＳ及びＰＦＯＡが確認さ

れたことから、令和５年11月に使用済み活性炭が置かれていた資材置場９箇所（置場１

～９）、資材置場周辺９箇所（周辺１～９）の表層土壌の調査を行った。 

    なお、表層土壌は、表層５㎝の試料であり、置場３及び４の試料は、５地点混合で調

査を行った。 

 

  イ 分析方法 

    「土壌中のＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ及びＰＦＨｘＳに係る暫定測定方法（溶出量試験）」

により行った。 

 

  ウ 調査結果 

    調査結果を図－７及び表－４に示す。 

    資材置場では、62～750,000ng/Ｌであり、750,000ng/Ｌの試料（置場８）は、使用済

み活性炭No27（溶出量4,500,000ng/Ｌ）付近で採取したものであった。使用済み活性炭

と同様、ＰＦＯＳが確認された試料もあった。 

    資材置場周辺では、15～47ng/Ｌであった。 
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図－７ 資材置場及び周辺の表層土壌の採取地点 

 

表－４ 表層土壌の調査結果（溶出量試験） 

【資材置場】  【資材置場周辺】 

地点 ＰＦＯＳ ＰＦＯＡ 計  地点 ＰＦＯＳ ＰＦＯＡ 計 

置場１ 150  210    360  周辺１ < 2.5 15    17 

置場２ < 2.5 59 62  周辺２ < 2.5 13 15 

置場３ 43  71 110  周辺３ < 2.5 17 20 

置場４ < 2.5 10,000 10,000  周辺４ < 2.5 45 47 

置場５ < 20  160,000 160,000  周辺５ < 2.5 23 25 

置場６ 8.8 21,000 21,000  周辺６ < 2.5 21 24 

置場７ 6.0 39,000 39,000  周辺７ < 2.5 19 21 

置場８ < 20  750,000 750,000  周辺８ < 2.5 27 30 

置場９ < 20  740,000 740,000  周辺９ < 2.5 24 27 

※ 単位は「ng/Ｌ」である。 

 

 ⑵ 深度方向の土壌及び地下水等 

  ア 調査地点及び調査時期 

    調査地点を図－８に示す。 

    令和６年５月に資材置場１箇所（ＭＷ１：置場８（表層土壌溶出量750,000ng/Ｌ）近

傍）及び北側１箇所（ＭＷ２）で土壌及び地下水の調査を行った。 

    また、西側沢Ｆ１の調査も併せて行った。 
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図－８ 資材置場及び北側の土壌及び地下水の採取地点 

 

  イ 調査方法 

    ＭＷ１は、ＧＬから14.9ｍ掘削し、土壌は、表層土壌、ＧＬ－１ｍ以深は原則１ｍ毎

に、地下水は第一帯水層（水位：ＧＬ－6.98ｍ）から採取した。 

    ＭＷ２は、ＧＬから３ｍ掘削し、土壌は表層土壌を、地下水は第一帯水層（水位：Ｇ

Ｌ－1.04ｍ）から採取した。 

    試料の採取は、「土壌汚染対策法に基づく調査及び措置に関するガイドライン（第

3.1版）」を準用して行った。 

 

  ウ 分析方法 

    土壌の分析は「土壌中のＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ及びＰＦＨｘＳに係る暫定測定方法（溶

出量試験）」により、地下水等の分析は「令和２年５月28日付け環水大水発第2005281

号・環水大土発第2005282号（水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の施

行等について（通知）付表１）」により、行った。 

 

  エ ＭＷ１及びＭＷ２の土質の調査結果 

    ＭＷ１の柱状図を図－９に、ＭＷ２の柱状図を図－10に示す。また、ＭＷ１のボーリ

ングコア写真を図－11に、ＭＷ２のボーリングコア写真を図－12に示す。 

    ＭＷ１は、表層～ＧＬ－12.5ｍは埋土、ＧＬ－12.5～13.7ｍは礫混じり砂、13.7ｍ以

深は風化火成岩であった。ＧＬ－12ｍまで巨礫を含むなど不均質な埋土であり、特にＧ
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Ｌ－2.0～7.2ｍは、他の深度と比較し礫分の割合が大きかった。なお、ＧＬ－6.98ｍに

地下水位が確認され、13.7ｍ以深に自然地盤が確認されたため、ＧＬ－14.9ｍで調査を

終了した。 

    ＭＷ２は、表層～ＧＬ－1.5ｍは表土、ＧＬ－1.5～2.7ｍは砂混じりシルト、ＧＬ－

2.7～３ｍは風化火成岩であった。なお、ＧＬ－1.04ｍに地下水位が確認されたため、

ＧＬ－３ｍで調査を終了した。 

 

 
図－９ ＭＷ１の柱状図 

 

 

図－10 ＭＷ２の柱状図 
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図－11 ＭＷ１のボーリングコア写真 

 

 
図－12 ＭＷ２のボーリングコア写真 

 

  オ ＭＷ１及びＭＷ２の土壌の調査結果 

    調査結果を表－５に示す。 
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    ＭＷ１は、表層で930,000ng/Ｌ、ＧＬ－1.0ｍで290,000ng/Ｌであり、さらに下層は、

7.6～45,000ng/Ｌであった。 

    ＭＷ２は、表層で8.8ng/Ｌであった。 

 

表－５ ＭＷ１及びＭＷ２の土壌の調査結果（溶出量試験） 

【ＭＷ１】  【ＭＷ２】 

深 度 ＰＦＯＳ ＰＦＯＡ 計  深 度 ＰＦＯＳ ＰＦＯＡ 計 

表 層 1.0 934,000  930,000   表 層 1.2 7.6    8.8 

ＧＬ－ 1.0ｍ 0.4 290,000  290,000       

ＧＬ－ 2.0ｍ 0.4 2,270  2,200       

ＧＬ－ 3.0ｍ 0.6 1,850  1,800       

ＧＬ－ 4.0ｍ 0.4 7.2 7.6      

ＧＬ－ 5.0ｍ 0.8 236  230       

ＧＬ－ 5.4ｍ 0.5 17,000  17,000       

ＧＬ－ 7.2ｍ 0.8 980  980       

ＧＬ－ 8.0ｍ 0.3 38,900  38,000       

ＧＬ－ 9.0ｍ 0.4 45,300  45,000       

ＧＬ－10.0ｍ 0.5 523  520       

ＧＬ－11.0ｍ 1.6 290  290       

ＧＬ－12.0ｍ 0.4 4,130  4,100       

ＧＬ－13.0ｍ 0.2 2,350  2,300       

ＧＬ－13.7ｍ 0.7 1,310  1,300       

※１ 単位は「ng/Ｌ」である。 

※２ ＭＷ１のＧＬ－5.4～7.2ｍは、礫（石）だったため、土壌が採取可能な深度に変更している。 

 

  カ ＭＷ１及びＭＷ２の地下水並びに西側沢Ｆ１の調査結果 

    地下水位は、ＭＷ１で標高361.02ｍ（地点標高368ｍ、地下水位ＧＬ－6.98ｍ）、Ｍ

Ｗ２で標高365.36ｍ（地点標高366.4ｍ、地下水位ＧＬ－1.04ｍ）に位置し、西側沢Ｆ

１の標高は338ｍであった。 

    調査結果を表－６に示す。 

    資材置場のＭＷ１は52,000ng/Ｌ、資材置場北側のＭＷ２は1.9ng/Ｌ、西側沢Ｆ１は

250,000ng/Ｌであった。なお、ＰＦＯＳは0.9～1.2ng/Ｌであった。 

    試料採取の３～４日前にまとまった降雨があり、従前と比較して西側沢Ｆ１の水量は

多く、西側沢Ｆ１周辺からも多くの湧出水が確認され、西側沢へ流入していたことが確

認された。 

 

表－６ ＭＷ１及びＭＷ２の地下水及び西側沢Ｆ１の調査結果 

 ＰＦＯＳ ＰＦＯＡ 計   ＰＦＯＳ ＰＦＯＡ 計 

ＭＷ１ 1.2 52,400  52,000   西側沢Ｆ１ 1.1 250,000  250,000 

ＭＷ２ 0.9 1.0 1.9      

※ 単位は「ng/Ｌ」である。 
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６ 直鎖体・分岐異性体及び同族体の解析 

 ⑴ 直鎖体・分岐異性体の解析 

  ア 解析対象試料 

    解析対象試料を表－７に示す。 

    水質６試料、土壌25試料（資材置場表層７試料及び深度方向14試料、資材置場周辺表

層４試料）で解析を行った。 

 

表－７ 直鎖体・分岐異性体構成割合の解析対象試料 

【水質試料】    【土壌試料】    

 試料名称 採取年月   試料名称 採取年月 

公共用水域等 

西側沢Ｆ１ 
令和５年10月  

資材置場 

置場１ 表層 令和５年11月 

令和６年５月  置場３ 表層 令和５年11月 

西側沢Ｂ２ 令和５年10月  置場４ 表層 令和５年11月 

河平ダム 令和５年10月  置場６ 表層 令和５年11月 

地下水 
ＭＷ１ 令和６年５月  置場８ 表層 令和５年11月 

ＭＷ２ 令和６年５月  置場９ 表層 令和５年11月 

    

ＭＷ１ 

表層 令和６年５月 

    ＧＬ－ 1.0ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－ 2.0ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－ 3.0ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－ 4.0ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－ 5.0ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－ 5.4ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－ 7.2ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－ 8.0ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－ 9.0ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－10.0ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－11.0ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－12.0ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－13.0ｍ 令和６年５月 

    ＧＬ－13.7ｍ 令和６年５月 

    

資材置場周辺 

周辺３ 表層 令和５年11月 

    周辺４ 表層 令和５年11月 

    周辺８ 表層 令和５年11月 

    ＭＷ２ 表層 令和６年５月 

 

  イ 解析対象異性体 

    ＰＦＯＡが高濃度で検出されていることから、ＰＦＯＡの直鎖体及び分岐異性体の構

成割合に関する解析を行った。 

 

  ウ 解析結果 

    解析結果を図－13及び表－８に示す。 

    いずれの試料も直鎖体が多くを占めていた。 

    ＰＦＯＡ濃度が低い試料では、分岐異性体の構成割合が高くなる傾向を示した。 
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    水質試料は、ＭＷ２を除き分岐異性体が１％程度であった。 

    土壌試料は、資材置場の表層では、置場１及び３は分岐異性体が9.5及び3.0％であっ

たが、使用済み活性炭No27付近の置場６、８及び９並びにＭＷ１では１％程度で水質試

料の西側沢Ｆ１及びＢ２、河平ダム並びにＭＷ１と同程度であった。深度方向では、Ｇ

Ｌ－4.0ｍを除き、１～３％程度であった。 

    また、資材置場周辺は、１～30％程度と大きく異なった。 

 

 
図－13 ＰＦＯＡ分岐異性体構成割合 
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表－８ ＰＦＯＡ分岐異性体構成割合 

 試料名称 
分岐異性体 

構成割合 
ＰＦＯＡ濃度 

水質試料 

公共用水域等 

西側沢Ｆ１ R5.10 0.9 62,000  

西側沢Ｆ１ R6. 5 0.2 250,000  

西側沢Ｂ２ 0.7 4600  

河平ダム 0.8 1,100  

地下水 
ＭＷ１ 1.7 52,000  

ＭＷ２ 3.3 1.0 

土壌試料 

資材置場 

置場１ 表層 9.5 210  

置場３ 表層 3.0 71  

置場４ 表層 0.6 10,000  

置場６ 表層 0.7 21,000  

置場８ 表層 0.6 750,000  

置場９ 表層 0.5 740,000  

ＭＷ１ 表層 0.1 930,000  

ＭＷ１ ＧＬ－ 1.0ｍ 2.5 290,000  

ＭＷ１ ＧＬ－ 2.0ｍ 1.4 2,200  

ＭＷ１ ＧＬ－ 3.0ｍ 2.1 1,800  

ＭＷ１ ＧＬ－ 4.0ｍ 18.0 7.2 

ＭＷ１ ＧＬ－ 5.0ｍ 0.2 230  

ＭＷ１ ＧＬ－ 5.4ｍ 2.2 17,000  

ＭＷ１ ＧＬ－ 7.2ｍ 0.3 980  

ＭＷ１ ＧＬ－ 8.0ｍ 1.3 38,000  

ＭＷ１ ＧＬ－ 9.0ｍ 1.1 45,000  

ＭＷ１ ＧＬ－10.0ｍ 1.6 520  

ＭＷ１ ＧＬ－11.0ｍ 0.3 290  

ＭＷ１ ＧＬ－12.0ｍ 2.6 4,100  

ＭＷ１ ＧＬ－13.0ｍ 1.8 2,300  

ＭＷ１ ＧＬ－13.7ｍ 0.5 1,300  

資材置場周辺 

周辺３ 表層 0.8 17  

周辺４ 表層 1.2 45  

周辺８ 表層 1.9 27  

ＭＷ２ 表層 30.0 7.6 

※１ 分岐異性構成割合の単位は「％」である。 

※２ ＰＦＯＡ濃度の単位は「ng/Ｌ」である。 

 

 ⑵ 同族体の解析 

  ア 解析対象試料 

    解析対象試料を表－９に示す。 

    水質５試料、土壌９試料（資材置場表層６試料、資材置場周辺表層３試料）で解析を

行った。 
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表－９ 同族体の解析対象試料 

【水質試料】    【土壌試料】   

 試料名称 採取年月   試料名称 採取年月 

公共用水域等 

西側沢Ｆ１ 
令和５年10月  

資材置場 

置場１ 表層 令和５年11月 

令和６年５月  置場３ 表層 令和５年11月 

西側沢Ｂ２ 令和５年10月  置場４ 表層 令和５年11月 

河平ダム 令和５年10月  置場６ 表層 令和５年11月 

地下水 ＭＷ１ 令和６年５月  置場８ 表層 令和５年11月 

    置場９ 表層 令和５年11月 

    

資材置場周辺 

周辺３ 表層 令和５年11月 

    周辺４ 表層 令和５年11月 

    周辺８ 表層 令和５年11月 

 

  イ 解析対象同族体 

    測定に使用している標準品に含まれているペルフルオロカルボン酸（ＰＦＣＡｓ）13

物質及びペルフルオロスルホン酸（ＰＦＳＡｓ）４物質の計17物質（表－10）の構成割

合に関する解析を行った。 

    ペルフルオロドデカン酸（ＰＦＤｏＡ：Ｃ12）、ペルフルオロトリデカン酸（ＰＦＴ

ｒＤＡ：Ｃ13）、ペルフルオロテトラデカン酸（ＰＦＴｅＤＡ：Ｃ14）、ペルフルオロ

ヘキサデカン酸（ＰＦＨｘＤＡ：Ｃ16）、ペルフルオロオクタデカン酸（ＰＦＯＤＡ：

Ｃ18）及びペルフルオロデカンスルホン酸（ＰＦＤＳ：Ｃ10）の６物質は、すべての試

料で定量下限値未満であった。2 

 

表－10 解析対象の同族体 

 名 称 略 称 

ペルフルオロカルボン酸 

（ＰＦＣＡｓ） 

ペルフルオロブタン酸 ＰＦＢＡ  （Ｃ４） 

ペルフルオロペンタン酸 ＰＦＰｅＡ （Ｃ５） 

ペルフルオロヘキサン酸 ＰＦＨｘＡ （Ｃ６） 

ペルフルオロヘプタン酸 ＰＦＨｐＡ （Ｃ７） 

ペルフルオロオクタン酸 ＰＦＯＡ  （Ｃ８） 

ペルフルオロノナン酸 ＰＦＮＡ  （Ｃ９） 

ペルフルオロデカン酸 ＰＦＤＡ  （Ｃ10） 

ペルフルオロウンデカン酸 ＰＦＵｄＡ （Ｃ11） 

ペルフルオロドデカン酸 ＰＦＤｏＡ （Ｃ12） 

ペルフルオロトリデカン酸 ＰＦＴｒＤＡ（Ｃ13） 

ペルフルオロテトラデカン酸 ＰＦＴｅＤＡ（Ｃ14） 

ペルフルオロヘキサデカン酸 ＰＦＨｘＤＡ（Ｃ16） 

ペルフルオロオクタデカン酸 ＰＦＯＤＡ （Ｃ18） 

ペルフルオロスルホン酸 

（ＰＦＳＡｓ） 

ペルフルオロブタンスルホン酸 ＰＦＢＳ  （Ｃ４） 

ペルフルオロヘキサンスルホン酸 ＰＦＨｘＳ （Ｃ６） 

ペルフルオロオクタンスルホン酸 ＰＦＯＳ  （Ｃ８） 

ペルフルオロデカンスルホン酸 ＰＦＤＳ  （Ｃ10） 

 

                            
2 すべての試料で定量下限値未満であった６物質は、同族体の構成割合の算出の際には除外した。 
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  ウ 解析結果 

    解析結果を図－14に示す。 

    すべての水質試料と土壌試料の置場４、６、８及び９（使用済み活性炭No27付近）で

ＰＦＯＡが97～99％を占めており、類似していた。 

    置場４、６、８及び９は、ＰＦＯＡの溶出量が10,000ng/Ｌ以上の地点である。また、

置場１及び３はＰＦＯＳが20％程度であり、同地点周辺にはＰＦＯＳの溶出量が

68.6ng/Ｌ及び171ng/Ｌの使用済み活性炭No10及び30が置かれていた。 

 

 

 

図－14 同族体の構成割合（モル比）
3
 

 

    ＰＦＯＡの構成割合が極めて高いため、ＰＦＯＡを除く同族体の構成割合を図－15に

示す。 

    令和５年10月に採取した西側沢Ｆ１と土壌試料の置場８、令和６年５月に採取したＭ

                            
3 定量下限値未満の場合、定量下限値に1/2を乗じて算出した。 
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Ｗ１の地下水と西側沢Ｆ１の構成が類似していた。 

    また、資材置場周辺で定量下限値を超えて検出された同族体は、資材置場のいずれか

で定量下限値を超えて検出された。 

 

 

 

図－15 ＰＦＯＡを除く同族体の構成割合（モル比）
4
 

 

 

７ その他の事業場等の調査 

  令和５年10～11月に奥吉備街道周辺の事業場から聞き取り調査を行ったが、ＰＦＯＳ及び

ＰＦＯＡの取扱いは確認されなかった。 

  また、西側沢周辺及び資材置場周辺の現地踏査を行ったが、不審物等は確認されなかった。 

                            
4 定量下限値未満の場合、定量下限値に1/2を乗じて算出した。 
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